




































































































人口比 人口 富の 富累
累積比所有比 積比
0.2 0,2 0.02 0.02





















































30 長崎大学教育学部紀要 教科教育学 No.46 (2006年)
･自由公正 な競争 の結果,所有す る富 に格差が生 じることを知 る｡
本時の概念
投資 (リスクとリターン,投資参加率,投資成功率,投資収益率),反役投資シミュ
レーシ ョン,モデル (イ メージモデル,言語モデル,数理モデル ,計算モデル)
本時の展開
○なぜ,少数の富者に多数の ②-1 ･教育,富,差別 能力,独占的権力 (『ア貧者なのかo
･資料か1は平成 12年のわが 1 ′′ol9 / /:̀: ′′ メリカの高校生が学ぶ経済学』より)が国世帯の貯蓄額のローレンツ 所得格差の要因となるo
曲線 である○ ジニ係数 は 蓋0.6 ..′ // ･その他,運など
0.54180なぜ,一部の人が大 蓋: ノ. / ○所得格差は,個人に関するもの以外に,





タ-ト時の資産も同じ,制度的な特権も不利益もないシステムならば,生み出す所得に差は い かo ころでは,格差は生じないと考えられるo
○100人が同額の資金をもって投資し,資産を大きくしていく社会で,みんなの資産がどうなるかを考えてみよう○(イメージモデル) @-2 (言語モデル)(参考例 )
･まず,ある一人の1回目の 作業用プリント ･各人が取りうる行動は,投資するかし
動きを図にしてみよう〇･2回目はどうなるかoお金の動きはどう投資するかし い はどう ないかの2つoまた投資した人は成功するか失敗するかの2つoよって,行動の結果は3つの場合となる〇･1回目同様,結果は3種類○よって,1回目 結果がそれぞれ3種 に分かれ計9つ 場合となる〇各人は,各期末に 収益を手持ち資産に加え 新た 手持ち資産とし次期に臨む〇投資するかしないかは本人の自由だが
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③ ど うすれ ば よいか ～モ デル をい じる～
本時の目標




発 問 資 料 生徒から引き出したい知識
○不平等を生み出す社会システムをどうすべきか◇ ･不平等は許せないから,富の所有が平











たらよいかo(維持派) を導入o所得の高い者ほど重税を課すo(累進方式の所得税を設置o累進税率 t期末所得に乗じ,控除するo)･その税収を,低所得層-の所得再配分財源にするo再分配率は所得に対する逆進率と ○逆 再分配政策の導入o分配率Sを期末所得に乗じ,加給 る○)維持派)
･格差が出るシステムを維持するメ ･政府が介入などして,投資の自由が阻
リツトは何かo 害されると,(投資意欲が減退し)投資額が減り,社会全体の富が減少するoよって,社会全体の豊かさを維持するために,システムは維持されるべきだ〇･投資を拡大する余地がシステムにあれば その方向に改善す o









①-1 C.ダグラス ･ラミス対訳 ,池 田香代子再話 『世界がもし 100人の村だった ら』,2001
年 ,マガジンハ ウス.
(9-2 (丑-1の記述 よ り自作.
(彰-3 (彰11の記述 よ り自作.(丑12の元データO
①-4 U.S.CensusBureau,Income,Povedy,andHealthInsuranceCoverageinUnitedStates:2004.
①-5 U.S.CensusBureau,Income,Povedy,andHealthInsuranceCoverageinUnitedStates:2004.
①-6 厚生労働省 , 『平成 16年版労働経済の分析』 よ り,第 1-(2)-11表.
①-7 厚生労働省 , 『平成 16年版労働経済の分析』 よ り,第 1-(2ト12表.
②-1 総務省統計局 『平成 12年貯蓄動向調査表』｢第 9表 貯蓄現在高階級別貯蓄及び負
債 の 1世帯 当た り現在高｣のデー タを元 に自作 ｡
②-2 自作図｡ 参照 :浜 田宏 ｢繰 り返 しゲームによる所得分布の生成｣数土 ･今 田 『数理
社会学入門』勤葦書房 ,2005年 ｡
②-3 EXCELによ り自作｡
②-4 ②-3結果 出力 グラフ ,自作｡
③-1 厚生労働省 ,『平成 14年所得再分配調査報告書』｢表 3当初所得階級別所得再分配
状況｣
③-2 厚生労働省 , 『平成 14年所得再分配調査報告書』｢図 3所得再分配 によるジニ係数
の変化｣
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